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要旨 

 三木市の中心部には、国史跡、歴史街道、町屋及び神社仏閣等

に加え、刃物製作などの伝統産業、特色のある商店、共同洗濯場

などのコミュニティ施設、鉄道や橋梁といった構築物等、古い

時代から近年に至るまでの歴史が生み出した様々な文化資源が

蓄積している。 

しかしながら現状では、これらの歴史文化資源は、必ずしも一

般市民や外来者に十分に認識されているとは言い切れない。そ

こで、より多くの人々がそれらの歴史文化資源に触れることの

できる機会を設けて、それらを新たな視点のもとに活用してい

くことが、三木市の魅力を高め、一般市民と共に持続的なまち

づくりを進めていく上で、たいへん重要な課題のひとつとなっ

ている。 

 本研究ではこのような認識のもと、三木市の中心部に存在す

る歴史文化資源に関する基礎的な調査を行なった上で、2011年

から2019年まで毎年、「ミキシル」と名付けた三木のことをよ

り多くの人に知ってもらうための親子参加型イベントを中心と

した催しを、2月または3月に実施してきた。本報告は、9年間

にわたって継続開催してきたこのイベントの企画内容と実施結

果を取りまとめたものである。 

Summary 

In the central area of Miki city, there exist various historical 

heritages.  Following the national historic site of ancient Miki 

castle, historic streets, old merchant houses, temples and 

shrines, public outside washing places, a distinctive railroad 

bridge, and the industry of iron tools, all characterize the 

history and the culture of the city. 

However, the value and the richness of these elements are 

not recognized widely enough by the citizens and the visitors.  

Thus, promotion to increase awareness of the people to these 

heritages has been one of the important subjects of the city to 

bring forward the urban reorganization and the community 

building. 

With this understanding, we have organized and 

implemented annual events named "Mikishiru" (which 

means to know the city of MIKI) for the past 9 years.  The 

main participants of the events have been children and their 

parents, the players of the society of next generation. 

This is the documentation of the events and related 

activities, reviewing the process of the development year by 

year. 
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1．「ミキシル」の背景と 9 年間の活動概要 

1-1 三木市中心部に残る歴史文化資源 

 人口減少と高齢化が急速に進展する日本の地方都市で

は、既存の地域資源に着目し、将来ビジョンに沿った利活

用を促進することで、そのまち固有の魅力づくりに繋げ

ていくことが重要となっている。 

 兵庫県三木市の中心部には、羽柴秀吉の兵糧攻めで著

名な三木城趾があり、周辺には、歴史的な街道、町家、邸

宅、寺社、各種の史跡などが多く存在する。また、三木は

伝統ある金物のまちとしても知られ、いくつかの小規模

工場や専門店も中心市街地内に存在する。大正期や昭和

期につくられた建造物の中にも、それぞれの時代に特徴

的な意匠を備えているものが多い。 

 しかしながら、まちづくりの視点からは、近年に至るま

でそれらの価値が強く認識されてきたとは言い難く、歴

史的な街道沿いや中心市街地内の建物の多くが、景観上

の配慮に乏しい形で取り壊され、建て替えられてきた。ま

た、新興住宅地などに居住する人たちの中には、三木の中

心市街地をほとんど訪れたことが無いという人もいる。 

1-2 活動の枠組み 

 一方で、三木市と神戸芸術工科大学は 2009 年に連携協

力協定を締結し、それ以前からも個別に進めてきた、まち

づくりやものづくりに関する様々な協力を継続的に推進

していくこととなった。2010 年度以降は中心市街地の歴

史文化資源に関する調査やそれらの活用についての様々

な協力を行っており、ここで紹介する親子参加型のイベ

ント「ミキシル」も、そのような連携事業のひとつとして

始まった。 

より具体的な枠組みとしては、第 1 回「ミキシル」（2011

年 3 月に開催）は三木市からの 2010 年度の神戸芸術工科

大学受託研究として、第 2 回〜第 9 回「ミキシル」（2012

年 3 月、2013 年 3 月、2014 年 2 月、2015 年 2 月、2016

年 2 月、2017 年 2 月、2018 年 2 月、2019 年 2 月に、そ

れぞれ開催）は 2011 年度から 2018 年度まで、毎年の三

木市文化遺産活性化実行委員会からの神戸芸術工科大学

受託研究として実施した。 

 上記の通り、最初のイベントが実施されたのは 2011 年

3 月のことであるが、この際は他にもいくつかの関連イベ

ントが同時開催されることとなり、それらの総称として、

「ミキシル（三木のことをもっと知るためのプロジェク

ト）」という名称を用いることになった。それ以降は毎年、

神戸芸術工科大学の教員が学生たちと一緒に企画した公

開参加型の三木の歴史文化資源活用イベントに、「ミキシ

ル」という名前をつけて実施している。 

1-3 各年に実施した「ミキシル」の概要 

 最初の 2011 年にはスタンプラリーと民具の展示を行

い、2 回目の 2012 年にはスタンプラリー用の「パスポー

ト」を制作した。3 回目の 2013 年には、参加者による情

報発信も意図して、子どもたちによる歴史的建築物等の

写真撮影会と、その展示会を行った。4 回目の 2014 年に

は、「ミキシル CM」と名付けたインターネット公開用の、

まちの名所を紹介する動画の制作、「ミキシル新聞」と名

付けた、まちの中にある様々な場所の紹介記事を集めて

大判の地図上に貼付けた壁新聞の制作、および「パスポー

ト」を用いたスタンプラリーの 3 つの企画を実施した。5

回目となる 2015 年には、スタンプラリーをクイズ形式の

イベントと組合せて、まちへの興味をさらに深めてもら

えるような工夫をした。また、三木甲冑倶楽部や神戸大学

の方々の協力によるイベントも組み入れた。 

 6 回目となる 2016 年は、従来に比べて実施予算がやや

縮小されたことも踏まえ、無理なく活動が継続される方

法を確立することに重点をおいた。その結果、前年に行い

評価も高かったクイズを組み合わせたスタンプラリーを

軸として、そこに新たな体験イベント等を組み入れた。

2017 年 2 月開催の 7 回目および 2018 年 2 月開催の 8 回

目の「ミキシル」も、それまでに蓄積してきたノウハウを

活用して、スタンプラリーとまちなかの各所における体

験イベントの組み合わせを基本とした企画内容で実施し

た。そして 9 回目にあたる 2019 年 2 月にも、親子参加型

の 1 日イベントを開催したが、その前のプレイベントと

して、湯の山街道周辺の古い写真を集めて展示しつつ来

訪者に語り合ってもらう「昔語りのつどい」を 2018 年 12

月にも 2 回にわたって開催し、会場として提供していた

だいた古民家の利活用の機会とした。 
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1-4 歴史文化資源の調査と再生保存 

 本報告は、毎年行った親子参加型の 1 日イベントの記

録を主な内容としているが、その実施の枠組みとなって

いる受託研究および関連の研究活動においては、三木市

中心部における歴史文化資源の調査や、さまざまな資料

の収集を並行して行った。また、イベント時には、それら

の歴史文化資源を活用することで広く一般の人々の認識

を高め、イベント開催のための整備が、その後の再生保存

と継続的な活用のきっかけとなることをめざしてきた。 

 2010 年度から 4 年間にわたって実施した、まちの歴史

資源調査では、三木城址周辺に広がる旧市街を対象に、積

み重ねられたまちの歴史を感じさせる物件を歴史文化資

源として整理・記録し、わかりやすい形で示して、三木の

歴史文化への認知を広げ、継続的なまちづくりへと繋げ

ていく手法を探った 1）。 

 また、個々の歴史的建造物の保存活用を目的とした学

生参加行事を機会あるごとに開催した。2012 年 8 月に

は、国登録有形文化財の小河家住宅で宿泊体験会を実施

し、当時未整備であった女中部屋等の掃除や、かつて女

中として働いていた方への聞き取り調査を行った。2013

年 11 月〜12 月には、「旧小河家別邸の保存と活用をす

る会」および、ひょうごヘリテージ機構 2）の方々と一緒

に、敷地を取り囲む板壁の補修作業を行った（図 1）。

2015 年 6 月にも、ひょうごヘリテージ機構の方々と一緒

に、後（2018 年）に国の登録有形文化財となる旅亭文市

楼大広間の片付け掃除と改修を行った（図 2）。 

 2018 年には、湯の山街道が東条街道に接続する交差点 

図 1 小河家住宅の改修（壁塗り・障子貼り）作業の様子 

図 2 旅亭文市楼の改修（壁塗り・障子貼り）作業の様子 

の南西に建つ町家の保存活用についてヘリテージマネジ

ャーの清水克俊氏から相談を受けた。所有者の方にもヒ

アリングを行いご快諾を得て、翌年の「ミキシル」の主要

な会場として利用させていただくこととなった。また、そ

のプレイベントという位置付けで、2018 年 12 月に「昔

語りのつどい」と題した三木市中心部の古写真展示およ

び 1 日カフェを開催し、身近な歴史についての情報収集

と合わせて、近隣の方々と行政ならびに専門の方々との

間の交流の機会とした（図 3）。 

図 3 「昔語りのつどい」案内チラシ 
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2. 各年の実施内容 

2-1 「ミキシル」2011 

図 4「ミキシル」2011 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2011 年 3 月 23 日（水）〜3 月 27 日（日） 

担当教員：川北健雄、長濱伸貴、山之内誠、金子晋也 

実施イベント： 

（神戸芸術工科大学が主体となって実施したもの） 

・民具展示「ぬくもりのいえ」（全期間） 

・Play Town MIKI!（3 月 26 日） 

（広報等で市と連携した同時開催行事） 

・付城のろしリレー（見学）（3 月 26 日） 

・歴史講演会「三木合戦がのこした歴史遺産」（3 月 26

日） 

・回想法「むかし遊び」（3 月 27 日） 

・歴史文化を探るセミナー（3 月 27 日） 

主会場：三木市役所、金物資料館、稲見酒造、常楽寺、清

水の洗濯場、旧小河家別邸、旧玉置家住宅 

参加人数： 

・民具展示「ぬくもりのいえ」：283 人（5 日間来場者数） 

・Play Town MIKI! 大人 33 人、子ども 46 人、計 79 人 

図 5「ぬくもりのいえ」会場案内 

図 6「Play Town MIKI!」会場案内 

2）イベント内容 

 初年度の 2011 年は、三木市の文化遺産を再発見するこ

とをテーマに据え、市が開催する複数の歴史文化行事と

開催時期を合わせ、開催場所についても相互に調整し、そ

れらと連携した、文化遺産活用イベント全体を「ミキシル」

と名付けて実施した。 

 神戸芸術工科大学が主体となって実施したイベントは

大きくは 2 つに分かれ、ひとつは旧玉置家住宅を会場と

した展示会「ぬくもりのいえ」、もうひとつは古い建物等

が多く残る三木市の中心部を親子でめぐり歩くイベント

Play Town MIKI! である。 

 「ぬくもりのいえ」では、2002 年に国の登録文化財に

登録された「旧玉置家」を会場として、この建物の整備時

に整理された多くの民具を展示した。 

 Play Town MIKI! では、6 箇所にスタンプを設置し、

各場所でなんらかの体験をするとスタンプがもらえる仕

組みにして、ゲーム感覚でまちを巡り歩いてもらった。 
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2-2 「ミキシル」2012 

図 7「ミキシル」2012 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2012 年 3 月 4 日（日） 

担当教員：川北健雄、長濱伸貴、山之内誠、金子晋也、三

友奈々、不破正仁 

実施イベント： 

（神戸芸術工科大学が主体となって実施したもの） 

・Play Town MIKI! 2012 

（広報等で市と連携した同時開催行事） 

・歴史講演会と現地見学ツアー 

主会場：旧玉置家住宅、金物資料館、湯の山街道茶屋、清

山本鉋製造所、神戸電気鉄道粟生線、下町の土蔵群 

参加人数： 

・Play Town MIKI!：保護者 52 人、子ども 58 人、計 110

人 

2）イベント内容 

 Play Town MIKI! については、前年度は 7 箇所の見学

地を設定したのに対して、今年度は 6 箇所の「公開スポ

ット」で何らかの体験をしてもらうのに加えて、16 箇所

の「おもしろスポット」を設定し、普段見過ごしてしまい

がちではあるが、良くみると興味深い特色があるような

場所に立ち寄りながら、まち全体をきめ細かく巡っても

らえるようにした。また、選定した「公開スポット」や「お

もしろスポット」の歴史文化的価値を解説した記録を、今

後にも役立つ資料として残すことを意図して、6 箇所の

「公開スポット」と 16 箇所の「おもしろスポット」すべ

てについて、写真と簡単な説明文を掲載した「パスポート

（MIKI-CITY PASSPORT）」を制作し、それがスタンプ

帳としての役割を果たすようにした。 

図 8 パスポートの「公開スポット」掲載ページ 

図 9 パスポートの「おもしろスポット」掲載ページ 

図 10 パスポート用スタンプのデザイン 
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2-3 「ミキシル」2013 

図 11「ミキシル」2013 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2013 年 3 月 20 日（水・祝）〜3 月 24 日（日） 

担当教員：川北健雄、長濱伸貴、山之内誠、金子晋也、不

破正仁 

実施イベント： 

・Play Town MIKI! 2013 集まれ! キッズカメラマン（3

月 20 日（水・祝）） 

・ミキシル写真館（3 月 21 日（木）〜3 月 24 日（日）） 

主会場：旧玉置家住宅、旧小河家別邸、旧三木高等女学校 

参加人数： 

・Play Town MIKI!：保護者 53 人、子ども 78 人、計 131

人 

・ミキシル写真館：4 日間の来訪者合計 170 人 

2）イベント内容 

 Play Town MIKI! は、1 日イベントの撮影会として、

3 月 20 日（水・祝）に実施した。撮影対象は、江戸後期

〜明治に建設された旧玉置家住宅、明治末期に造営され

た旧小河家別邸、そして大正に開校し昭和に現存の建物

が増築された旧三木高等女学校という、3 つの歴史的な建

造物および庭園である。前年度作成したパスポートも配

布し、3 箇所の撮影会場をまわりながら、スタンプラリー

形式で、それら以外の場所にも自由に立ち寄ってもらう

ようにした。 

 ミキシル写真館では、旧小河家別邸内で未整備につき

非公開であった番人小屋、土間通路、蔵を清掃の上、展示

会場として活用し、55 人の子どもたちが撮影した総計

312 枚の写真を、撮影会の当日中にプリントアウトして展

示した。また、神戸芸術工科大学の教員 3 人が審査員と

なって、「ベストショット賞」12 作品を選定し、それら

の中から、さらに「最優秀賞」1 作品、「優秀賞」2 作品 

を選定した。また、これらの写真を用いて翌年度、撮影会

場ごとの絵はがきを作成し、観光協会等で配布した。 

図 12 ミキシル写真館（旧小河家別邸、番人小屋にて） 

図 13 旧どもたちの写真で制作した絵はがき（旧玉置家） 
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2-4 「ミキシル」2014 

図 14「ミキシル」2014 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2014 年 2 月 23 日（日） 

担当教員：川北健雄、長濱伸貴、山之内誠、不破正仁、小

菅瑠香、中村卓 

実施イベント（Play Town MIKI! 2014 として）： 

・ まち歩きスタンプラリー 

・みんなで作ろう！ミキシル CM 

・みんなでスクープ！ミキシル新聞 

主会場：旧玉置家住宅、旧三木高等女学校 

参加人数：保護者 21 人、子ども 29 人、計 50 人 

2）イベント内容 

 「パスポート」を用いたまち歩きスタンプラリーに加

え、参加者に積極的に三木の魅力の情報発信を行っても

らうことを意図して、「ミキシル CM」と名付けたインタ

ーネット公開用の、まちの名所を紹介する動画の制作を

行った。さらに、「ミキシル新聞」と名付けた、まちの中

にある様々な場所の紹介記事を集めて大判の地図上に貼

り付けた壁新聞の制作を行った。 

図 15 「ミキシル CM」の撮影風景（清水の洗濯場にて） 

図 16 「ミキシル CM」（上：神戸電鉄曲線橋編、下：旧三木駅

舎編） 

図 17 「ミキシル新聞」（上：全体、下：部分） 



三木市の文化資源活用イベント「ミキシル」について／2011 年から 2019 年までの活動記録 

 

 

 

神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 9 」（ 報 告 ） 

 

2-5 「ミキシル」2015 

図 18「ミキシル」2015 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2015 年 2 月 22 日（日） 

担当教員：川北健雄、山之内誠、不破正仁 

実施イベント（Play Town MIKI! 2015 として）： 

・ぶらり探検！まち歩きスタンプラリー 

・もっと発見！よりみちクイズ 

主会場：紫雲館剣道場（受付とゴール）、旧玉置家住宅、

三寿ゞ刃物製作所、湯の山街道茶屋、旧県立三木高等女学

校舎、光川浪花楼、旧小河家別邸、旅亭文市楼、旧三木駅

舎 

参加人数：保護者 31 人、子ども 41 人、計 72 人 

2）イベント内容 

・ぶらり探検！まち歩きスタンプラリー 

 従来の内容を一部更新し、8 箇所の「定番スポッ

ト」と 17 箇所の「おもしろスポット」を掲載した

「MIKI-CITY PASSPORT」を持って、親子でまちを

めぐり歩いてもらった。  

・もっと発見！よりみちクイズ 

 まち歩きの際、参加者により主体的に周囲の事柄

に関心を払ってもらい、ゲーム感覚でスタンプラリ

ーを楽しんでもらうことを意図して、今回は、すべ

ての「定番スポット」において、場所ごとの歴史文

化をテーマとしたクイズを出題し、その次に訪れる

「定番スポット」で答合わせをする、というクイズ

ラリーの仕組みを取り入れた。  

 

図 19 クイズラリー用の 3 種類の訪問順指示カード 

 また、神戸大学文学部の方たちの協力を得て、旧

玉置家別邸では古文書調査の様子を見学できるよう

にした。紫雲館剣道場では、三木甲冑倶楽部の方々

の協力を得て、甲冑を着ての撮影会を実施した。さ

らに、昨年度に続けて、「ミキシル CM」の撮影を、

三寿ゞ刃物製作所、光川浪花楼、旅亭文市楼の 3 箇

所で行った。  

 

図 20 甲冑撮影会 

 

図 21 「ミキシル CM」（光川浪花楼編） 
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2-6 「ミキシル」2016 

図 22「ミキシル」2016 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2016 年 2 月 28 日（日） 

担当教員：川北健雄、山之内誠、中村卓 

担当特別研究員：丸本祥子 

実施イベント（Play Town MIKI! 2016 として）： 

・ぶらり探検！まち歩きスタンプラリー 

・もっと発見！よりみちクイズ 

・試してみよう！三木の金物 

・兜をかぶってハイチーズ「甲冑撮影会」 

・みんなで発信「ミキシル CM」 

主会場：紫雲館剣道場（受付とゴール）、旧玉置家住宅、

三寿ゞ刃物製作所、湯の山街道茶屋、旧県立三木高等女学

校舎、光川浪花楼、旧小河家別邸、旅亭文市楼、旧三木駅

舎 

参加人数：保護者 32 人、子ども 45 人、計 77 人 

2）イベント内容 

 まち歩きスタンプラリー、よりみちクイズ、「甲冑撮影

会」、「ミキシル CM」は、いずれも前年度と同様の内容

であるが、訪問場所のうちの「旧玉置家住宅」と「旧県立

三木高等女学校舎」では、三木の特産である金物の中から

鏝と鉋を取り上げ、それらを用いた体験イベントを組み

込んだ。 

図 23 まち歩きスタンプラリー（三寿ゞ刃物製作所にて） 

図 24 カンナ削り体験（旧玉置家住宅にて） 

図 25 コテ塗り体験（旧三木高等女学校舎にて） 
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2-7 「ミキシル」2017 

図 26「ミキシル」2017 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2017 年 3 月 4 日（日） 

担当教員：川北健雄、山之内誠、中村卓 

実施イベント（Play Town MIKI! 2017 として）： 

・ぶらり探検！まち歩きスタンプラリー 

・遊んで知ろう！まちなみカルタ 

・みんなで発信！ミキシル CM 

・特ダネ発見！ミキシル新聞 

・つくってみよう！オリジナルコースター 

・みんなでほっこり！ふるまいぜんざい 

主会場：旧玉置家住宅（受付とゴール）、三寿ゞ刃物製作

所、湯の山街道茶屋、みき歴史資料館、光川浪花楼、旅亭

文市楼 

参加人数：保護者 35 人、子ども 43 人、計 78 人 

2）イベント内容 

前年度までと同様に、パスポート形式の案内冊子を用

いたスタンプラリーを軸とし、そこに組み入れ可能ない

くつかの体験イベントを組み合わせたものを、「Play 

Town MIKI! 2017」の名称で実施した。 

 まち歩きスタンプラリーと「ミキシル CM」については、

従来の方法を踏襲した。「遊んで知ろう！まちなみカルタ」

は光川浪花楼、「つくってみよう！オリジナルコースター」

は旅亭文市楼を会場として、それぞれ普段は一般公開さ

れていない空間を体験してもらいながら実施した。 

図 27「ミキシル CM」のワンシーン（みき歴史資料館にて） 

図 28「まちなみカルタ」の様子／光川浪花楼 2 階大広間にて 

図 29「オリジナルコースター」制作の様子／旅亭文市楼にて  
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2-8 「ミキシル」2018 

図 30「ミキシル」2018 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2018 年 2 月 25 日（日） 

担当教員：川北健雄、山之内誠 

実施イベント（Play Town MIKI! 2018 として）： 

・飛ばせ！自分だけの凧を三木の空に！ 

・ヒーローショー「がんばれ！かんなどんと仲間たち」 

・金物を探せ！「みーつけた！かんなどんのおともだち」 

・見つけて！クイズマン 

・甲冑を着てみよう！ 

・Live 写真展示 

主会場：旧玉置家住宅（受付とゴール）、美嚢川河川敷、

みの川会館横駐車場、金物資料館、湯の山街道茶屋、旧小

河家別邸、ナメラ商店街 

参加人数：保護者 48 人、子ども 61 人、計 109 人 

2）イベント内容 

今回からは「パスポート」を B4 サイズの紙の表面に施

設紹介、裏面に地図を印刷して八つ折りにした形式のも

のに変更した。各所で実施した体験イベントを「ミッショ

ン」と位置付け、参加するごとにスタンプを押して、ポイ

ントを獲得できるようにした。 

図 31 八ツ折り形式の「パスポート」（表面上半分と裏面） 

図 32 飛ばせ！自分だけの凧を三木の空に！ 

図 33 甲冑を着てみよう！チャンバラ記念写真 
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2-9 「ミキシル」2019 

図 34「ミキシル」2019 チラシ 

1）実施概要 

実施日：2019 年 2 月 24 日（日） 

担当教員：川北健雄、山之内誠 

実施イベント（Play Town MIKI! 2019 として）： 

・ナメラの謎に挑め！ 

・ヒーローショー「かんなどんと仲間たち」 

・カンナ削りに挑戦！ 

・甲冑大作戦 

・昔語り写真展 

主会場：旧玉置家住宅（受付とゴール）、みの川会館横駐

車場、紫雲館剣道場、湯の山街道茶屋、ナメラ商店街の 12

店舗、山理商店 

参加人数：保護者 54 人、子ども 71 人、計 125 人 

2）イベント内容 

前年度と同じく、パスポートの形をした折りたたみ

形式のマップを作成し、クイズラリー形式の枠組みを

用いて、親子参加型のまち歩きを実施した。今回はス

タンプを押す代わりにナメラ商店街の 12 店舗を含む

「ミキシルスポット」と名付けた体験イベントの実

施箇所で、「ミキシルカード」と名付けたカードを配

布し、15 枚すべてのカードを集めてつなぎ合わせる

と、このまち歩きラリー全体を通したクイズとなっ

ている「ナメラの謎」の答が現れる、という仕掛け

を取り入れた。  

図 35 「パスポート」裏面のクイズラリー用マップ 

図 36 「ミキシルスポット」掲示ポスターと商店街での様子 

 今回の「ミキシル」では、ナメラ商店街の方々に

ご協力いただき、子どもたちがお店を訪れた際にハ

イタッチをした上でクイズを出題してもらい、交流

を楽しんでもらった。また、昔語り写真展とカンナ

削り体験を行った山理商店は、最も古い部分が江戸

時代に建てられた可能性のある昭和後期まで続いた

商店で、今回のイベントが、長く使用されずにいた

建物に再び多くの人々が訪れて、その空間を体験で

きる貴重な機会となった。  
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2-10 参加者アンケートの結果  

 9 年間にわたって実施した「ミキシル」では、毎回、

参加してくださった方々にアンケートに答えていただ

き、その結果を後のイベント企画の改善に反映するよう

にしてきた。アンケートは子ども対象のものと保護者対

象のものの 2 種類を実施してきたが、保護者対象のアン

ケートのうち 6 つの設問については 2015 年以来同じ内

容としてきた。以下にそれらの結果を紹介する。 

図 37 保護者アンケートの結果（2015 年-2019 年） 

 これらの設問は、いずれも実施イベントがまちの歴史

と文化に関する認識や、Play Town MIKI! のようなワー

クショップへの参加意識にどのような変化を及ぼしたか

を尋ねたものである。年によって、実施イベントの内容も

参加者も異なるが、継続的に行ってきたこのイベントが、

参加してくださった方々に、総じてどのように受け止め

られてきたのかを、この結果から知ることができる。 

 「まちの歴史や文化に対する知識や理解が深まった」、

「まちの歴史や文化を伝えている場所を、より身近に感

じるようになった」、「新たなまちの魅力を発見すること

ができた」といった質問に対して、「そう思う」または「や

やそう思う」と答えた人の合計割合は、最も少ない場合で

78%となっており、まちの歴史文化に対する人々の認識

を高めるという「ミキシル」の主目的は、とても良く達成

されたと解釈することができる。 

 また、「まちの歴史や伝統を、子孫に大切に伝えていき

たいと感じるようになった」、「Play Town MIKI! のよ

うなワークショップに、今後も積極的に参加してみたい

と感じるようになった」という、参加者の今後の行動に影

響する意識の変化を問う質問においても、「そう思う」ま

たは「ややそう思う」と答えた人の合計割合は、最も少な

い場合で 82%と、たいへん高い水準となっている。 

 最後の「Play Town MIKI! のようなワークショップの

企画運営にも、積極的に関わってみたいと感じるように

なった」という、より主体的な行動に結びつく可能性を問

う質問に対しては、「そう思う」または「ややそう思う」

と答えた人の合計割合は、少ない年で 28%、多い年で 56% 

となっている。用意されたイベントに参加するというだ

けでなく、企画運営にも積極的に関わってみたいと感じ

てくれた保護者の方々が、これだけ居られるという事実

は、今後の展開に向けてのさまざまな可能性を示唆する

ものであり、大いに注目したい。 

 

注 

1) 山之内誠・不破正仁 編著、『三木の町並み −まちの歴

史文化資源調査報告書−』、三木市文化遺産活性化実行委

員会、2014 

2) 「兵庫県ヘリテージマネージャー養成講習会」の受講

生を中心に、歴史文化遺産の活用推進等を目的として

2004 年に構築されたネットワーク 
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